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屋内外の電力幹線に使われる「バスダクト」の大手メーカー、 
共同カイテック（本社：東京都渋谷区）は、設計にオートデスクの  
BIM（ビルディング・インフォメーション・モデリング）ソフト「Revit」などを含む
「AEC コレクション」を導入した。その結果、従来、数カ所にあった
データ分断や手入力がなくなり、製造までのリードタイムを 3 割以上、
短縮することに成功した。

8 mm厚の導体をケーブル代わりに使用
「バスダクトの設計ワークフローに Revit を導入
したところ、製造までのリードタイムを 3 割以上、
短縮することができました」と共同カイテックの
バスダクト事業部営業本部 EG 統括課 業務改革
チーム チーフの清水敬太氏は BIM 化の成果を具
体的な数値で語る。

電気工事と言えば、何本ものケーブルをラック
や天井裏に通していくものというのが一般的なイ

メージだ。一方、共同カイテックでは、板状の導
体を絶縁物で被覆し、鋼板ケースに収めた「バス
ダクト」を設計・製造し、現場に納品している。

各部材は規格化されており、直線部材のほか 
曲がり部、分岐部などの“役ものパーツ”を配管の 
ようにつないで電気幹線を組み立てていくのが 
特徴だ。

共同カイテック執行役員 バスダクト事業部 副事
業部長の藤原幸男氏は、「当社のバスダクトは国
内シェア 75 %を誇っています。主力製品である 
E-BD 型絶縁バスダクトは、厚さ 8 mmの銅や 

複数の導体をコンパクトなケースに収めた「バスダクト」（左）と、バスダクトの BIM モデル（右）

共同カイテックが電力幹線「バスダクト」の設計を BIM化！ 
Revit でデータ分断をなくし、リードタイムを 3 割以上短縮
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アルミの帯状導体に絶縁シートを巻いたものを
重ねてパッケージ化したものです。コンパクトな 
サイズにもかかわらず、600 ボルトの電圧で 
6000 アンペアの電流を流せるものもあります」
と説明する。

Revi t  導入前は、設備サブコンから様々な 
CAD データや  PDF 図面を受け取り、それを  
AutoCAD の図面に直して設計を進めていた。 
そのため、ワークフローのあちこちに「データの
分断」や「手入力」が存在し、手戻りやミスの原因
になっていた。

そこで同社は 2018 年に、バスダクトの設計を 
BIM 化する検討を始め、社内の製造設計プロセ
スを Revit で一貫処理できるよう、製造用パー
ツなどを開発した。

「今は、サブコンさんから Revit のモデルを受
け取り、社内でも Revit モデルのまま詳細化し、 
製造工程に渡すようにした結果、データの分断
や手入力がなくなり、設計がスピーディーに行え
るようなりました」と清水氏は振り返る。

Fabrication CADmep で 
製造用パーツを整備
BIM を導入するにあたり、困ったことは Revit 
用のバスダクトファミリがなかったことだ。海外
でも事例は少なく、自社で作っていく以外、方法
はなかった。

そこで役に立ったのが、AEC コレクションに含ま
れている「Fabrication CADmep」という製造
業向けのソフトだった。 AutoCAD 上で動くアド

バスダクトの中に納められている厚さ 8 mmのアルミニウム帯状導体がケーブル代わりとなり、 
最大 6000 アンペアの電流を流す

バスダクトの直線部材を受注生産する綾瀬プラントには最新鋭の加工機が並ぶ

Revit 導入前のワークフロー。黄色の部分にデータ分断や手入力のムダがあった Revit 導入後の設計ワークフロー。設備サブコンから受け取る現場施工図の段階から  
Revit モデルで一貫処理するため、データの分断や手入力はほとんどなくなった

Fabrication CADmep（F印）で作成した製造用パーツを 
Revit（R印）に読み込んで、製造用 BIM モデル作成に利用する
イメージ

オンソフトで、工場製作用の詳細なパーツや接続
ルールなどを定義でき、作成したパーツは Revit 
上で「製造用パーツ」として利用できる。
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工場製作用の BIM モデルに求められることは、
実際に作れるようにモデリングすることだ。例え
ば、直線部材の長さは 430 ～ 3000 mmという
制限がある。バスダクトのエルボ部材は、直線
部材とは接続できるが、オフセット部材とは接続
できない。モデリング時に、こうした制約がすぐ
わかるようにしたい。

部材長やエルボ部材の接続には制約条件がある

エルボ部材と直線部材は接続できる（上方）。 
しかし、オフセット部材とは接続できないので、モデリング時に
黄色いエラーが出るように接続性を設定した

また共同カイテックのバスダクトの特徴として、
部材の接続部にはどこでも分岐ブレーカーを取
り付けることができるというメリットがある。そ
こで、分岐ブレーカー部材を接続部に近づけた
とき、所定の位置に「吸着」してくれると便利だ。

部材の接続部に分岐ブレーカーのパーツを近づけると自動的に
所定の位置に吸着する機能

Fabrication CADmep は、こうした部材同士の
接続可否の条件や、接続できる位置に自動吸着
する機能などを盛り込んだ製造用パーツを作るの
に使った。

このほか、長い直線部材に定尺部材を自動的に
割り付ける機能や、バスダクトのルートの起点
と終点を指定すると自動的に補完してモデリン
グする機能も開発した。これらは Fabrication 
CADmep で作成された製造用パーツでのみ可能
な機能であるが、Revit 上でも活用できるように
した。

支持部材の自動配置には Dynamo を活用
一方、全体の部材にまたがる自動化処理には、
Revit によるモデリングをアルゴリズムで自動化
できるアドオンソフト「Dynamo」を使ってプログ
ラムした。

例えば、縦方向のバスダクトが各階の床を貫通す
る部分に設けられる垂直支持部材の自動配置だ。

「最下階だけスプリングなし」「中間階以上はスプ
リング付き」「バスダクトの外形差に応じた背面
金具を設置」といった敷設条件を自動的に判断し
て、垂直支持部材パーツを配置、編集する作業
を Dynamo で自動化した。

また、バスダクトの直線部分は受注生産で長さや
断面の大きさなどの仕様がことなるため、系統 
ごとに連番を打って管理する必要がある。その
作業も Dynamo によって自動化した。

一方、バスダクト部材の製造用パーツは、Revit 
の機能を使って他の設備機器ファミリと合わせて
数量集計が行えないため、Dynamo によってファ
ミリに置換する機能も開発した。

各フロアの貫通部に設ける垂直支持金具を Dynamo で 
自動モデリングした例

バスダクトの直線部材に系統別の連番を自動的に付ける機能も
Dynamo で自動化した

製造用パーツからファミリへの自動変換機能。この機能により、
Revit 上で他の部材とともに材料表を自動作成できるように
なった

アルゴリズムによってRevitのモデリングを自動化するDynamoの動作イメージ。 
「ノード」と呼ばれるプログラム部品に条件やパラメーターを設定するとBIMモデルが出力される
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製造リードタイムを 3 分の 2 に短縮
共同カイテックの業務改革チームでは、バスダク
トの設計を BIM 化したことによる効果を検証す
るため、主力製品である「E-BD 型」バスダクトを
使った 2 つのプロジェクトについて 2 人の作業者
に、従来の AutoCAD を使った方法と Revit を
使った方法による設計時間を比較した。

その結果、Revit を使った方法では、サブコン
から受け取った施工図の画層整理時間がゼロに
なった。バスダクトの設置位置を決めるルーティ
ング作業や、製造情報をプログラムに入力する
作業もの時間が大幅に短縮された。

製造までにかかる時間を平均すると、従来の方
法だと 183 分だったのが 125 分に短縮され、時間
短縮効果は 32 %、1 人・1 時間当たりの労働生産
性は 43 %向上した。

今後は BIM で営業、製造工程を DX
今回、共同カイテックによって開発されたバスダ
クトの製造用パーツなどは、オートデスクのウェ
ブサイトにある建設設備向けコンテンツライブラ
リ「BIM MEP HUB」で無料公開されている。

このパーツを使用した日本設計 環境・設備設計群 
主管の大谷文彦氏は「バスダクトは受電室まわり
で使われることが多いです。電気幹線が密にな
るので、これらのパーツは Revit の中でバスダク
トのボリュームを検討するのに役立っています」
と語る。

また、設備サブコンである弘電社 内線事業本部 
技術室 技術課 課長 技師長の浦見成一氏は「共同
カイテックのバスダクトは、接続部から自由に電
源を取り出せるので、将来のリニューアル工事に
も対応しやすいのが特長です。分岐部のパーツ
は自動的に正確な位置に吸着されるため、正確
な施工図作成ができ、手戻りがないのがいいで
すね」と語る。

共同カイテックでは、BIM を活用した営業、製
造工程でのさらなる建設 DX（デジタル・トランス
フォーメーション）の実現に向けて、取り組みを
進めている。

「これらのツールを使うことで、設計者や施工者
にとっては正確な設計ができ、手戻りがなくなり
ます。また、当社にとっては受注までの営業段
階で、設計者に当社のバスダクトを“スペックイ
ン”してもらえるほか、生産工程に直結するデー
タを設計データに入れてもらうことで見積もりや 
営業の事務処理を効率化できるという Win-Win 
の効果が期待できます」と、共同カイテック 執行
役員 バスダクト事業部 事業部長の高橋由行氏は
説明する。

また、製造工程では現在も単体図や板金図、導
体加工図などの図面作成を行っているが、将来
は CNC（コンピューター数値制御）の工作機械と
製造プログラムのデータを直結することにより、
図面レスな製造方式へと進化させる予定だ。

これらの BIM オブジェクトや製造用パーツが広
く公開・使用されることで、設計者や施工者の間
にバスダクトというものの存在が広く知られると
同時に、バスダクトの詳細を理解していなくても
メーカーでの製造工程を効率化するという“思い
やりの BIM”の効果も生まれてくるようだ。

（取材日：2021 年 7 月 9 日）

バスダクトの設計を BIM 化した共同カイテックの関係者。左からバスダクト事業
部営業本部 EG 統括課 業務改革チームの中田美晴氏、同・チーフの清水敬太氏、 
執行役員・バスダクト事業部 事業部長の高橋由行氏、同・副事業部長の藤原幸男氏

オートデスクの建設設備向けコンテンツライブラリサイト 
「BIM MEP HUB」

2 つのプロジェクトを従来の方法、Revit を使った方法で、2 人の作業者によって行った作業時間の比較。 
Revit 導入後は画層整理時間がゼロとなり、製造情報のプログラムへの入力時間も大幅に短縮され、トータルで 32 %の時短を実現した


